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感触詩人と視覚詩人
－コウルリッジとワーズワースー
高山信雄
1.はじめに
１８世紀末から19世紀初期における，いわゆる湖畔詩人たちの活躍で，英国の
ロマンティシズムは大きな活力を与えられたが，とりわけコウルリッジとワー
ズワースはその中心であり，また，或る意味では対極となる両雄でもあった。
この両者は，それぞれ思考形式も詩作の理念もまったく異っているが，それ
でいて両者の出会は，当事者のみならず英国の詩壇にとって至高の際会であっ
た。両詩人は互いに補足的に作用しあい,互いに研摩しあって,文学史に今なお
燦然と輝く足跡を残したのである。まさにその出会いは、シラーとゲーテのそ
れに比較されても不思議ではない。
コウルリッジがもっともその詩魂を存分に発揮できたのは，いわゆる「驚異
の年」（annusmirabilis）である。マーゴリウスはこれを，コウルリッジがワ
ーズワース兄妹をストウイヘ連れていった1797年７月２日の日曜日から，三人
でブリストルヘ発った翌1798年７月２日の月曜日までの丁度１年間をいうとし
ている’)。この時期およびこの前後には両者に詩の玉章が生れたが，コウルリ
ッジはこの時期を境に詩才に自己疑問が生じてその詩作に精彩を欠いてしまう。
だが，ワーズワースは引続きその天分を維持し続けることになり，ここで詩作
に関する両者の明暗が分かれてしまう。
本稿は，この驚異の年の前後の両詩人の詩作の源泉とその創作活動を，互い
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● に対立する要素に分析して捉え，それを比較考量しようとするものである。
2.詩作のモチーフ
ワーズワースの詩は，１）田園や都会の自然を歌った詩，２）哲学的で内省
的な詩，３）想像的世界での幻想的な詩，に大別される。そのうち，１類と２
類が主流を占めている。これに対して，コウルリッジが残した傑作は，３類に
属するものである。この傾向は両者の性格および詩作の源泉にその原因がある。
『杼情民謡集』（LVricoノＢａ"０．s)でコウルリッジが超自然的でロマン的な詩
を担当することになったのは，まことに当を得たものであった。
両詩人の詩作の根本的な相違は，主としてそのモチーフにある。ワーズワー
スは素朴な田園詩人とも自然詩人ともいわれるほど，その詩的精神活動は健全
で安定であり，自然と詩人の精神とが融和していて矛盾がない。ワーズワース
は感覚に感じた刺激や情景を，自己の頭脳内のスクリーンに投影して，それを
詩的に純化し，さらに知性の仲介でそれをより高次な形態へと再現する。自ら
『杼情民謡集」の序文で述べているように
TlDeprincipalobjectthenwhichlproposedtomyselfinthesePoems 
wasｔｏｍａｋｅｔｈｅｉｎｃｉｄｅｎｔｓｏｆｃｏｍｍｏｎｌｉｆｅinterestingbytracingin 
them,trulythoughnotostentatiously,ｔｈｅｐｒｉｍａｒｙｌａｗｓｏｆｏｕｒｎａｔｕｒｅ： 
chienyasfarasregardsthemannerinwhichweassociateideasin 
astateofexcitemenL2） 
として詩を日常性に密着させている.そして，感覚で得られたものを冥想によ
って熟慮し，然る後にそれに詩的形式を与えるのである。ワーズワースのこの
詩作過程でその直接的な詩的モチーフを与えるものは，感覚の鋭さであること
は言を俟たないが，就中，視覚が重要な役割を演ずる。
このようにワーズワースにおいては，日常の目に映る自然が詩という芸術に
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再現される。「杼情民謡集』に表われたその詩にも，それを端的に伺い知ること
が出来る。「ティンタン寺院より二・三マイル上流にて詠める詩｣Ｌｍｅｓ”γ"‐
te〃αノb切れ〃esq60t)ｅＴｊ〃femAMeg)はまさにそうした詩である。
Ｏｎｃｅagain 
ＤＯＩbeholdthesesteepandloftycliffs， 
Whichonawildsecludedsceneimpress 
Thoughtsofmoredeepseclusion;andconnect 
Thelandscapewiththeqｕｉｅｔｏｆｔｈｅｓｋｙ 
●ｑＯＣ●印●●$p●■●Ｃ■G■●Ｂ■●●●●●｡｡●●ＤＣ｡●ＤＣ●●●●●●ＯＧの■●●Ｂ●●■●■●■■□●■□●p■●●●ら□■■■■
ＴｈｅｒｅｆＯｒｅａｍＩｓｔｉｌｌ 
ＡＩｏｖｅｒｏｆｔｈｅｍｅadowsandthewoods， 
Ａｎｄmountains;ａｎｄｏｆａｌｌｔｈａｔｗｅｂｅｈｏｌｄ 
Ｆｒｏｍｔｈｉｓｇｒeenearth;ｏｆａｌｌｔｈｅｍｉｇｈｔｙｗｏｒｌｄ 
Ｏｆｅｙｅａｎｄｅａｒ，bothwhattheylBalfLcreate， 
Andwhatperceive;3） 
ここでは回想と現実がゆるやかに交錯し，目が追う自然の情景が心憎いほど詩
人の心と融合している。そこには激しい情熱よりは柔和な情緒が漂い，自然そ
のものと詩の章句とが，詩人の精神を媒介として見事に調和している。
AtthecornerofWood-street，whendaylightappears， 
There,sThrushthatsingsloud，ithassungforthreeyears8 
PoorSusanhaspass，ｄｂｙｔｈｅｓｐｏｔａｎｄｈａｓｈｅａｒｄ 
ｌｎｔｈｅＳｉＩｅｎｃｅＯｆｍｏｒｎｉｎｇｔｈｅｓｏｎｇｏｆｔｈｅｂｉｒｄ､4） 
という一節もまた，その平易明快な語句と直情的な内容が，ワーズワースの詩
としての特徴をなしている。そして彼が
Myheartleapsupwhenlbehold…5） 
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と歌うとき，この詩人は視覚から得た形象を自然との融和のうちに，それを歓
喜に変えているのである。
一方，コウルリッジにおいては，その評価の高い詩はいずれも超自然的な，
あるいは幻想的ものとなっている。「老水夫の歌」（ＴｈｅＡ"Cie"ｆＡｆｚｒｍｅｒ)，
「クリスタベル姫」（CArjsm6e/)，「クーブラカーン」（Ｋ秘ｂｌａＫｈｕ"）は，視
覚では直接体験出来ないものがその主題である。すなわち視覚経験を超越した
幻想及至幻視の世界でのみ考えられるものである。勿論，「老水夫の歌」の主
題となるものは，他からの暗示もあったことであろう。よく言われるように，
ワーズワースの貢献も大きかったことであろうし，1726年版のシェルヴォク船
長の『南洋経由の世界一周航路』(ＡＶｏｙａｇｅｒＭＤｄ２ｈｅＷｂｒＭ６ｇｔｈｅＷｈＷ
Ｑ／ＺＡｅＧｒｅａｔＳｏｕｔＡＳｅＱ)にも負うところ大であったろう。だが，詩作の源泉
としてはやはりコウルリッジという詩人独特の直接体験が大きく作用している・
のである。
コウルリッジの幻想詩は，いわゆる二重感触作用に基づいている。二重感触
作用とは，睡眠中あるいは特別な身体条件のときに得られる感触効果であり，
その場合に触知する物体は視覚的制限から解放されて，空間的に意志が形成す
る自由な大きさをもつものとなる。6）
体性感覚すなわち触覚は，五感のうちでも大変重要なものであるが，視覚が
理性のもとに正常に働いているときは，感覚としてはむしろ補助的なものであ
る。しかし，意識が半ば目覚めかけた睡眠中とか病気で皮膚感覚が不十分のと
きには，わずかな触覚作用が，思考に思わぬ幻想的効果を与える。コウルリッ
ジは1804年サウジーヘ宛てた手紙の中で，皮膚感覚の重要性についてこう述べ
ている。
ＩｃａｎｎｏｔｂｕｔｔｈｉｎｋｍｙＤｉｓｅａｓｅ－＆windyGoutorRheumaticGout 
ingeneral-nogenuinegout・butprimarilyaDiseaseoftheSkin，＆
affectingtheDigestiveorgansbythediseasedActionoftheSkin/－ 
PbysiciansareasutterlyignorantｏｆｔｈｅＳｋｉｎ,astheMetaphysicians 
/＆ｉｆｌａｍｎｏｔａｍｅｒｅＤｒｅａｍｅｒ,iｔｉｓｏｆｔｈｅｌastlmportanceinboth／7） 
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こうした感触効果は，睡眠中ならば目覚めつつある意識と結びつき，現実に
はあるはずのない．怪奇にして神妙なる幻想を描き出す。
3.幻想と想像
コウルリッジカ詩に描出した超自然的ゴシシズムの美は，かかる幻想より生
じたものである。そこには日常性などの拘束効果はなく，自由奔放にして･隆々
幽玄な世界が展開される。ときとしては恐怖に満ちた形象が自由に時空'１１１を賊
属し,またあるときは優美にして玄妙な情景が構成される。ルドルフ・ルッツは
その箸「Ｓ、Ｔ・コウルリッジー倫理的愈識の表現としてのその詩一』（Ｓ､Ｔ、
Ｃｏｒｅｌｉｄｇｅ－ＳｅｍｅＤｊｃＭｍｇａﾉｓＡⅢsdrwclDeWscAe〃Beu)ussfsems-)の中で
幻想像は，存在論的現実がりlきりめぐらした境界を逸脱しようとする，希
望を夢みる精神の産物であり，そうした精神がiRli時1111のうちに独得できる
ものである。８）
と述べているが，これは一面の真理である。HiIirの現象界において成就できな
いものを，詩人が自己の内面の精神界でそれを自由に柵成するのは，まさに詩
人の特権である。詩作のモチーフカマＩ卜らｵした後，それ力綱和的に詩としての形
態にまとめあげられる。その過程でさらに，詩人Ilil有の維験や想像がそれに結
びつく。斯くして詩は，詩人の魂によって活力を与えらｵし，永遠の生命をもつ
ものとなるのである。
ワーズワースは自然を眺め現象を観察して熟考と内行の後にそれを詩とした。
そこには幻想的なものがあるとしても，そｵLは想像による産物である。コウル
リッジには先づ幻想がそこにあった。彼はそれを巧みに詩作に利用したのであ
る。その幻想を惹起する精神的および内体的条件について，彼は熟知していた。
thereisastateofmind，wholIyunnoticed，ａｓｆａｒａｓｌｋｎｏｗ，ｂｙａｎｙ 
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PhysicalorMetaphysicalWriterhitherto，＆whichyetisnecessary 
totheexplanａｔｉｏｎｏｆｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍｏｓｔｉｎｐｏｒｔａｎｔｐhaenomenaofSleep 
＆Disease/itisatransmutationthes”Cessj0〃ｑ／ＴＶ擁intothejzZmz‐
Pos”0〃ｏｆSpace，bywhichthesmallestlmpulses,ｉｆquickly＆ｒｅｇｕ・
larlyrecurrent,uggregaIethemselves-＆attainakindofvisual 
magnitudewitbacorrespondentlntensityofgeneralFeeling.－ 
ThesimplestlllustrationwouIdbeｔｈｅＣｊ”んｏｆＦｉｒｅｍａｄｅｂｙｗｈｉｒｌ、
ingroundaliveCoal-onlyherethemindispassive・Supposethe
sameeffectproducedabintra-＆ｙｏｕｈａｖｅａｃｌｕｅｔｏｔｈｅｗｈｏｌｅ 
ｍｙｓｔｅｒｙｏffrightfulDreams，＆HypochondriacalDelusions､－－I 
merelyhijztthis;Ⅶ 
こうしてコウルリッジは感触効果とその前提条件を，自己の詩作の一般的原
理へと蚊桁する。
夢はコウルリッジにとって重要な詩作の源泉となるものであるが，その反面，
夢魔にひどく悩まされていた。
ＯＧＥＮＴＬＥＳＬＥＥＰ/ｄｏｔｈｅｙｂｅｌｏｎｇｔｏｔｈｅｅ， 
Thesetwinklingsofoblivion？１０） 
あるいは
Ｃｏｍｅ，blessedbarrierbetweendayandday， 
Dearmotheroffreshthougbtsandjoyoushealth111） 
さらに
ＦＯＮＤｗｏｒｄｓｈａｖｅｏｆｔｂｅｅｎｓｐｏｋｅｎｔｈｅｅ，Ｓｌｅｅｐ１ 
ａｎｄｔｈｏｕｈａｓｔｈａｄｔｈｙｓｔｏｒｅｏftenderestname 
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Theverysweetest，Ｆａｎｃｙｃｕｌｌｓｏｒｆｒａｍｅｓ， 
Whenthankfulnessofheartisstronｇａｎｄｄｅｅｐｌｌ２） 
などと「眠り」と題する三つの詩で，このように夢を詠ずるワーズワースに対
して，コウルリッジにおいては眠りには不安が伴っていた。
ＳＩｅｅｐｓｅｅｍＵｔｏｂｅ 
Ｄｉｓｅａｓｅ，sworstmalignity・
ＴｈｅｔｈｉｒｄｎｉｇｈｔｗｈｅｎｍｙＯｗｎｌｏｕｄＳｃｒｅam 
HadfreedmefromfiendishDream， 
Ｏ'ercomebySufferingsdark＆wild， 
ＩｗｅｐｔａｓｌｈａｄｂｅｅｎａＣｈｉｌｄ－ 
ＡｎｄｈａｖｉｎｇｔｈｕｓｂｙＴｅａｒｓｓｕｂｄｕｅｄ 
ＭｙＴｒｏｕｂｌｅｔｏamildermood-13） 
これにはコウルリッジの夢に対する熊度がよく表われている。多くの場合，
夢はコウルリッジにとって恐しいものであった。しかし皮肉なことに，その恐
しい夢によって，コウルリッジの詩魂力鐡舞されたこともまた事実である。夢
と幻想一とくにコウルリッジがreverieと呼んだ半意識的状態における幻想
一一が，崇高にして活動的で創造的な力，つまり想像力によって，調和的な詩
という芸術に高められる。
About,about,ｉｎreelandrout 
TheDeath-firesdanc，ｄａｔｎｉｇｈｔ； 
Ｔｈｅwater,likeawitch，ｓｏｉｌ， 
Ｂｕｍｔｇｒｅｅｎａｎｄｂｌｕｅａｎｄｗｈｉｔｅ､14） 
と描かれる情景は，‘屡愉で緊迫したものであり，現実離れした描写である。
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ＩｍｏｖＵａｎｄｃｏｕｌｄｎｏｔｆｅｅｌｍｙｌｉｍｂｓ， 
Ｉｗａｓｓｏｌｉｇｈｔ，ａｌｍｏｓｔ 
ｌｔｈｏｕｇｈｔｔｈａｔｌｈａｄｄｉｅｄｉｎSleep， 
AndwasablessedGhost､15） 
として綴られるのは，コウルリッジその人の夢魔の再現ではなかろうか。
このように，コウルリッジにあっては幻想が絶えず遍在していた。睡眠中や
病的な状態のほか，白昼にもreverieの世界に没入することがあった。それゆ
え，彼の詩の題材も情景も詩的情緒も，幻想が中心となることが多かった。
4.アポロ的系譜とディオニソス的系譜
コウルリッジの詩には音楽がある。それは或るときには悲哀に満ちた調べと
なり，或るときには壮絶で喧喋な舞踏となり，また或るときには月光に彩られ
た妙なる調べとなる。ワーズワースのそれは軽快な調べであり，ときとしては
荘厳な格調ある音楽となる。
コウルリッジの詩には，激しい感情の興癒があり美への陶酔がある。ワーズ
ワースの詩には，熟慮された冷静な限界があり，それを超えることはない。こ
うした対比は，ニーチェがゲーテに自己を対置するのに用いたデイニソス的な
ものとアポロ的なものとの対比を想起させる。
デイオニソスは葡萄酒の神であると共に，広くは農業や植物の神であり，死
と再生とがその本質でもある。阿片の常用もまたコウルリッジを陶酔の世界へ
と誘い，それにより，通常の感覚を犠牲にして幻想感覚を鋭敏にしたであろう。
そこには亡我の境地があり密教的歓喜がある。しかしながらそこには，コウル
リッジの魂の孤独はなく，より大きな全体への没入の姿のみが残る。エクスタ
シーの神ディオニソスが現われるときに，現実界は一変する。それは変容した
幻惑の世界である。ディオニソス的世界では自ら宇宙と一体となって，何ら矛
盾することのない状態であり，それは宇宙そのものと自己との共鳴した状態に
ほかならず，矛盾した感情を生じない。コウルリッジの詩作の絶頂は，まきに
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その状態である。
一方，ワーズワースはアポロ的なものに憧れていたと考えられる。彼は秩序
を重んじ自己を充実すべく詩作に専念した。そして独自の境地を開拓しようと
して，実験的試みに意欲を燃やした。
それゆえ，この両詩人の相補活動は，アポロ的ゲーテがデイオニソス的シラ
ーによって刺激され，またその逆でもあって，そこに文学史上の金字塔が打ち
建てられたように，ワーズワースとコールリッジの交友によってromanticre‐
vivalの花が絢燗と咲き誇ったとしても，故なきではない。
コウルリッジはシラーに関心をもっていたようである。「ヴァレンシュタイ
ン」（WnZJe"sIei9D）の翻訳がそれを裏付けている。彼はこの詩人に自己に共
鳴する何かを見出したのであろう。
Certaily，SchillercontinuedtopreoccupyCoIeridgeformanyyears、
Ｙｅｔｉｔｉｓｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｏｋｎｏｗｗｈａｔｔｏｍａｋｅｏｆａｃｏｍｍｅｎｔｓｕｃｈａｓｔｈｉｓ： 
AlthoughWordsworthandGoethearenotmuchalike,ｔｏｂｅＳｕｒｅ， 
uponthewhole；yettheybothhavethispeculiarityｏｆｕｔｔｅｒｎｏ汗sym
pathywithtbesubjectsoftheirpoetry．Theywerealways，ｂｏｔｈｏｆ 
ｔｈｅｍ，spectatorsa62rf)て芦feelingノb必ｂｕｔnever〃"ｈ，theirchar‐
acters・SchillerisathousandtimesmoreルＣａγtythanGoethe・
ThecomparisionbetweenWordsworthandGoetheringstrue:itisnot 
farperbapsfromwhatSchillermeantwhenhespokeofGoethe'ｓｇｅ〃
ｉｕｓａｓｎａｌｖｅ． ‘、・・’'１６）
シラーとコウルリッジは，共に自然を探し求めて歌った。シラー自身の区分
●●● 
に従えば，彼等はいずれも情感的(sentimentalische)な詩人である。コウルl）
●●●●● ●●●●● 
ツジは単なる自然（naturanaturata)よＩ)も自然の本哲(naturanaturans)に
●●●●● 
触れようとした。彼の必要としたものは自然の糖神(Naturgeist)だった。１８０２
年の「喪心の賦｣（１）2/ｂｃｊｊ０":Ａ〃Ｏ此）以降，コウルリッジにはこの自然の精
神が見失われてしまったかの感がある。
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ワーズワースは自然そのものである。自然と調和し，自然のうちに自己の人
間性を矛盾なく主張する。コウルリッジにはこれが出来ない。
コウルリッジは能弁であった。コウルリッジのいるところに談話があった。
いかにも交際家との印象を与えがちだが，裏を返せばそれは寂漠とした気持の
変形でもある。孤独感は絶えずコウルリッジを襲った。コウルリッジの詩には
短調の調べに乗って，月や夢や夜が舞う。彼の詩にはそうした言葉が幾つ使わ
れていることであろう。コウルリッジは夜の詩人である。
＿方、ワーズワースは，ふとかい間見しLucyを追って素朴な愛情を駆り立て
られる詩人である。
「老水夫の歌」は，はじめワーズワースとコウルリッジが協同して創ること
になっていた。しかし間もなく両者の性格の相違から、この話はうまくいかず，
コウルリッジが独りで識くことになった。このことは，上述してきた諸々の事
実から，まったく当然のことのように思われる。
「老水夫の歌」の主題が，日常の経験とはかけ離れた超自然的なものである
だけに、ワーズワースの想像による描出ではコウルリッジが満足できず，また，
コウルリッジの幻想の隆奇玄妙の詩風には，ワーーズワースがついていけない。
実I畷に「老水夫の歌」は,コウルリッジが書いたからこそ，その題材にふさわし
いものとなったといえよう。この詩は，幻想家コウルリッジが自己の恐怖を単
に描出したものではなく，詩人コウルリッジがデイオニソス的なものを求めて，
起自然界に自己を没入させ，そこに調和のとれた全一なるものを詩として具現
化したのである。これに関してポール・マグナソンはこう述べている。
ThecommentsofColeridge'scontemporariesaboutthegenesisｏｆ 
"TheAncientMarinerrevealthathisinitiaIinterestwasmdepicting OO 
thenightmarestate，not，assomanymoderncriticshavemaitained，in 
adesiretodescribeaspiritualvoyihgetotranscendentalknowledgeor 
aheightenedawarenessofthespiritualforceoftheuniverse､17） 
夢魔を単に恐怖に満ちた幻想として放置せずに，これを想像力の調和的な作
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用によって，自己と宇宙の合一のうちに詩という芸術にまで高めたのは，やは
り詩人コウルリッジの非凡な詩才に負うものであろう。
相対立する二つの性質は，それが並置されたときにコントラストが明確にな
る。それが相互作用によって活性化されると，相補的活動の中からそれまで見
られなかったような新たな価値あるものが創造される。色彩学でいう補色関係
も音楽でいう不協和音も，共にその分野では不可欠な要因である。詩人の創作
活動の上でも，そういう関係が価値ある足跡を残すことは，ゲーテ，シラーの
場合と同様，ワーズワースとコウルリッジの両者が，それを端的に示している。
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